
行き

ガ
ス
橋

国
道
１
号

多
摩
川
大

橋
5Ｋ川上水門

10Ｋ 折り返し

キープレフト

ゴール

３・５１０スタート

古市場グランド川崎リバーサイド

ゴルフ場

上
流
側
出
入
口

下
流
側
出
入
口

１回目共通折り返し

＆10Ｋ２回目帰り折

り返し

３Ｋ折り返し

子ども１Ｋｍスタート位置は変わらず
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後 援 川 崎 市

第４３２回 月 例

最 終 日 曜 日

第４３１回月例参加者動向

年間累計出場者（～1月 1246 )

実数 1051 (昨年同月 833 )

2012.1.29 晴 N 3.0m/s 3.0℃ 35％

種 目 男子 女子 合計

１０ｋ 317 42 359

５ｋ 314 45 359

３

ｋ

幼少 33 13 46

中学 7 4 11

大人 294 51 345

計 334 68 402

子ども１ｋ 73 53 126

延べ出場者 1038 208 1246

初参加者 57 27 84

棄 権 54 16 70

延べ参加者 1092 224 1316

◆来月の月例は、３月２５日です。
３月までは冬時間、子供１ｋ ９：15
３Ｋ ９：30 ５ｋ １０：00
10ｋ １０：30 スタートです。
４月から夏時間（出場受付は各種目の

１５分前までに済ませて下さい）

http://ygqee.jp/kawasaki/

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
12
月
月
例
で
１
月
棄
権
を
さ
れ
た
方
で
記
録
に
、

お
名
前
の
載
っ
て
い
な
い
方
、
本
部
の
方
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

『
３
月
ま
で
は
冬
時
間
。
４
月
か
ら
は
夏
時
間
で
す
』
・
・
・

①３・５・１０Ｋｍのスタート地点はバックストレート第

２曲走路手前へ変更します。（子ども１Ｋｍは従来通り）

②３・５・１０Ｋｍはスタートしてグランドを１周し川上

出口から多摩川大橋折り返しへ。

③３Ｋｍは大橋を折り返したのちグランド前を左側通行で

川上出口まで進み第２折り返しを折り返してグランド川

下入口から直角にグランドに入り３/４周してゴール。

④５Ｋｍも３Ｋｍと同様に多摩川大橋折り返しを折り返し

たのちコースを上流にさかのぼりガス橋を通過し、川上

水門の第２折り返しを折り返してグランド川下入口から

直角にグランドに入り３/４周してゴール。

⑤１０Ｋｍは３，５Ｋｍと同様に多摩川大橋を折り返し、

そのまま上流に進み、第２折り返し（グランド入口より

約３ｋｍ先・下沼部）を折り返しそのまま再度（途中よ

り右側通行に変更し）多摩川大橋共通折り返しを折り返

しそのまま右側通行でグランド入口から入り３/４周して

ゴール。

川
崎
市
環
境
局
生
活
環
境
部
廃

棄
物
指
導
課
担
当
者
よ
り
お
手
紙
を

頂
き
ま
し
た
。
（
２
月
６
日
付
）

内
容
は
、
古
市
場
グ
ラ
ン
ド
周
辺

に
お
住
ま
い
の
方
か
ら
、
ゴ
ミ
集
積

場
に
指
定
日
以
外
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら

れ
困
っ
て
い
る
の
で
川
崎
市
環
境
局

へ
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
そ
れ
へ
の
対
応

の
手
紙
で
す
。
（
メ
ー
ル
も
併
せ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
以
下

本
文
）
）

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

川
崎
市
連
盟

御
担
当
者

様

日
頃
か
ら
川
崎
市
施
設
の
適
正
利

用
に
御
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
先
般
、
多
摩
川
河
川
敷
周
辺

住
民
か
ら
、
河
川
敷
施
設
を
利
用
さ

れ
た
方
が
帰
宅
途
中
に
あ
る
集
積
所

に
ご
み
を
捨
て
て
帰
る
た
め
、
収
集

日
で
な
い
日
に
も
ご
み
が
大
量
に
置

か
れ
た
状
態
に
な
り
環
境
衛
生
上
苦

慮
し
て
い
る
、
と
御
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大
会
運
営
に
あ
た
っ
て
は
既
に
ご

み
の
処
理
に
つ
い
て
御
対
応
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
と
存
じ
ま
す
が
、

大
会
参
加
者
に
対
し
て
も
ご
み
を
出

さ
な
い
こ
と
、
ご
み
の
持
ち
帰
り
な

ど
に
つ
い
て
引
続
き
周
知
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
・
・
・
（
以
上
）

石
川
理
事
長
の
連
載
よ
み
も
の

「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
成
立
と
課
題
」

は
今
月
は
お
休
み
で
す
。

連
続
３
０
０
回
出
場
達
成
！

お
め
で
と
う
！

７
８
７

馬
場

均

さ
ん

８
６
４

佐
藤

道
夫
さ
ん

２
名
の
名
誉
会
員
誕
生

お
二
人
は
、
１
月
月
例
で
連
続
３
０
０
回
出
場
を
達
成
し
、

２
０
人
・
２
１
人
目
と
な
る
の
月
例
名
誉
会
員
が
誕
生
し
ま
し

た
。
２
月
月
例
会
場
で
授
与
さ
れ
ま
す
。

４
７
３
０

山
田

真
大

４
７
３
３

鈴
木

誠

４
７
３
４

鈴
木

優
希

４
７
３
９

岡
本

朝
仁

４
７
４
０

小
松

英
彦

４
７
５
０

吉
岡

力

４
７
５
６

世
良

拓
也

４
７
５
８

岡
崎

善
和

４
７
７
１

花
房

秀
彰

４
７
７
８

高
林

晃
成

４
７
７
９

髙
岡

久
季

４
７
８
１

鈴
木

智
征

４
７
８
９

塩
沢

広
司

４
７
９
０

立
山

和
美

１
０
０
１

寺
坂
は
る
え

１
４
３
８

宮
本
奈
美
子

１
４
４
９

佐
藤

福
果

１
４
５
０

佐
藤

歩
奈

１
５
２
０

保
坂

宮
朱

１
５
２
１

加
藤

朱
音

１
５
２
４

湯
本

真
央

１
５
３
３

鈴
木

遥
香

１
５
３
８

細
谷

弘
美

１
５
４
３

菊
地

留
美

３
連
続
優
勝
賞

１
Ｋ
小
男

（1
1

月
～1

2

年
１
月
）

２
５
８
９

佐
野

雄
斗

３
Ｋ
小
男

（1
1

月
～1

2

年
１
月
）

４
８
３
３

山
本

周
平

３
Ｋ
小
女（1

1

月
～1

2

年
１
月
）

１
６
０
４

金
子

夢

（
敬
称
略
）

７
８
７

馬
場

均

８
６
４

佐
藤

道
夫

１
６
５

横
山
美
恵
子

１
４
４
４

飯
野

博
久

２
５
１
５

野
口

岩
夫

１
８
７
１

金
子

和
司

３
０
２
７

吉
田

孝
司

３
５
４
７

平
井
健
太
郎

２
７
４
８

杉
原

寛

３
９
５
７

鈴
木

柊
史

４
１
２
２

工
藤

功

４
１
２
４

片
山

一
夫

１
２
８
０

戸
井
田
未
来

４
４
２
８

杦
岡

充
宏

１
０
６
５

山
口

治
夫

１
６
３
９

山
田

裕
道

２
２
３
０

中
村

康
造

２
３
２
３

本
生

拓
郎

２
９
２
５

加
藤

利
明

２
９
２
７

井
上

敦
史

３
０
４
９

野
口

方
嗣

３
２
５
７

鷲
田

覚

３
５
８
３

菊
田

幸
夫

３
６
７
３

吉
水

充

３
８
０
１

早
田

晃

３
８
４
９

石
岡

伸
介

４
０
１
３

鈴
木

康
弘

４
１
４
６

熊
澤

栄
二

４
１
６
６

川
畑

仁
志

４
１
７
７

後
藤

崇

４
３
０
７

堤

詠
一

４
３
４
４

松
尾

和
虎

４
３
８
２

坂
本

貴
行

４
３
８
３

坂
本

大
晋

４
４
３
５

渋
谷

毅

４
４
５
５

宮
本

翼

４
４
８
９

南
谷

達
郎

４
５
２
１

稲
垣

翔
太

４
５
９
３

仁
木

達
三

４
７
０
０

菊
池

智
晴

４
７
０
６

伊
藤

大
智

４
７
０
７

高
野

莉
世

４
７
０
９

皆
川

雅
伸

４
７
１
１

奥
本
航
一
郎

４
７
２
１

長
倉

正
幸

４
７
２
５

渡
辺

辰
男

４
７
２
９

倉
橋

博
之

第
４
３
２
回
月
例
表
彰
者

◇

２
０
０
回

連
続
出
場
賞

◇

３
０
０
回
連
続
出
場
賞

◇

２
５
回
連
続
出
場
賞

◇

５
０
回

連
続
出
場
賞

月例川崎マラソン新コース 採用

今月２０１２年１月月例より試行しています。

（走ってみてどうでしたか？・・・・・御意見を！！）

帰路：グランドへの入り方⇒３・
５Ｋｍは直角にｸﾞﾗﾝﾄﾞ入り、10
Ｋは再度、多摩川大橋へ行き、
入ります

月
例
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
様
方
へ
（お
願
い
）

ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
下
さ
い
！

川崎市連盟 新事務所
（月例川崎マラソン事務所）

下記に移転しました

住所 〒２１１－０００２

川崎市中原区上丸子山王町２－
１３３２ コーポ鈴木ＢＦ１号室
ＴＥＬ：０４４－４３３－１１２０

（月例当日午後なら通じます）

◇

３
５
回
連
続
出
場
賞

◇

１
５
回
連
続
出
場
賞

◇

４
回
連
続
出
場
賞

◇

９
回
連
続
出
場
賞
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月
例
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て

い
る
大
勢
の
小
学
生
に
聞
く
と
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
以
外
に
も
た
く
さ

ん
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
す
。

中
に
は
４
つ
も
５
つ
も
す
ら

す
ら
と
そ
の
名
前
が
出
て
く
る

子
も
い
ま
す
。

実
は
そ
れ
は
と
て
も
よ
い
こ

と
で
他
の
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
走
る
た
め
の
い
ろ

い
ろ
な
筋
肉
群
に
異
な
っ
た
刺

激
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
、
ま

た
負
荷
を
増
す
こ
と
で
ス
ピ
ー

ド
と
持
久
力
を
つ
け
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
水
泳
の
水
平
移
動

運
動
の
刺
激
に
よ
る
負
荷
は
、

走
る
垂
直
方
向
の
負
荷
と
は
違
っ

た
動
き
に
な
り
ま
す
し
、
冬

場
の
歩
く
ス
キ
ー
の
「
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
」
や
、
室
内

で
行
う
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
な
ど
は
持
久
力
の

土
台
作
り
に
適
し
て
い
ま
す
。

ま
た
サ
ッ
カ
ー
（
月
例
の
小

学
生
に
特
に
多
い
）
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
み
な
が

ら
自
然
に
筋
力
が
つ
い
て
き

ま
す
。
さ
て
ゴ
ル
フ
と
ラ
ン

ニ
ン
グ
の
関
係
は
？
何
回
大

叩
き
を
し
て
も
決
し
て
め
げ

な
い
不
屈
の
精
神
を
養
う
の

に
は
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
・
・

（
完
）

９
６

中
山
浩
明

記

編
集
後
記

税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
と
名
を
う
つ

消
費
税
増
税
と
社
会
保
障
の
切
り
下
の
閣
議

決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。
為
政
者
と
し
て
「
税

と
は
広
く
お
し
な
べ
て
と
る
の
が
望
ま
し
い
」

の
で
し
ょ
う
が
、
我
々
の
所
得
の
１
ケ
月
分

が
持
っ
て
い
か
れ
ま
す
。
野
田
首
相
は
、
ど

の
内
閣
も
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
不
退
転

の
決
意
で
実
行
に
移
す
と
表
明
し
て
い
ま
す
。

過
去
に
売
上
税
や
消
費
税
税
率
ア
ッ
プ
に

有
権
者
は
ノ
ー
を
突
き
付
け
て
き
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
５
大
新
聞
は
為
政
者
の
味
方
で

し
ょ
う
か
？
「
こ
の
ま
ま
少
子
高
齢
社
会
に

な
っ
た
ら
、
社
会
保
障
そ
の
も
の
が
立
ち
行

か
な
く
な
る
」
と
ア
オ
ッ
テ
い
ま
す
。

消
費
税
率
を
10
％
に
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、
震

災
の
影
響
の
景
気
の
低
迷
に
加
え
、
消
費
は

益
々
冷
え
込
み
日
本
経
済
が
立
ち
い
か
な
く

な
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
国
民
の
購
買

力
を
伸
ば
す
施
策
が
肝
心
で
庶
民
の
懐
が
温

ま
っ
て
こ
そ
社
会
が
活
気
つ
き
景
気
も
好
転

す
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
国
庫
の
歳
出
歳
入

で
も
軍
事
費
を
聖
域
化
し
た
り
大
企
業
へ
の

優
遇
や
政
党
助
成
金
な
ど
論
外
で
す
。

色
々
な
見
直
し
で
消
費
税
に
頼
ら
な
く
て
も

十
分
持
続
可
能
な
手
立
て
が
あ
る
は
ず
で
す
。

小
泉
時
代
の
構
造
改
革
で
痛
手
を
受
け
た
日

本
。
そ
れ
も
シ
カ
ゴ
派
と
呼
ば
れ
た
「
小
さ

な
政
府
と
高
負
担
社
会
」
を
描
い
た
構
造
改

革
路
線
の
発
想
に
未
来
が
な
い
事
は
、
私
た

ち
は
い
や
と
い
う
ほ
ど
知
っ
て
い
ま
す
。

①

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
Ｅ
メ
ー
ル

「
よ
ろ
ず
相
談
」
送
信
も
出
来
ま

す
。

②

バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
、
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
前

右
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管
理

で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

③
連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・50
・

65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・250
・300
回
が
あ

り
ま
す
。
15
回
は
Ｎ
Ｏ
刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・

100
回
で
は
賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー
又

は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

ま
た
百
回
・
二
百
回
連
続
賞
は
、
月
例
チ

ケ
ッ
ト
。
順
に
（
６
ケ
月
分
）
（
一
年
分
）

の
選
択
制
（
ど
ち
ら
も
事
前
申
し
出
制
）
連

続
賞
は
三
百
回
ま
で
連
続
三
百
回
達
成
者
は

月
例
名
誉
会
員
と
な
り
ま
す
。

④
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義
：
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ

番
号
０
０
２
６
ー
４
ー
３
３
１
０
０

復
活
し
ま
し
た
。

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
初
め
て
挑
戦
し
た

ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
、
そ
の
レ
ー
ス
は

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
「
初
フ
ル
」
で

は
満
足
の
い
く
走
り
が
で
き
な
い
。

「
あ
ん
な
に
練
習
し
て
き
た
の
に
」

「
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
」
ー
。

筋
肉
系
の
ト
ラ
ブ
ル
の
は
か
に
空
腹

（
ガ
ス
欠
）
な
ど
に
お
そ
わ
れ
、
体
が

動
か
な
く
な
っ
た
な
ど
ー
。

き
ょ
う
は
「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
」
。
一

万
円
の
参
加
費
を
出
し
て
月
例
の
仲
間

が
い
る
は
ず
で
あ
る
。

前
半
は
ル
ン
ル
ン
気
分
だ
っ
た
が
、

後
半
に
な
っ
て
苦
し
さ
を
実
感
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

「
初
フ
ル
」
の
経
験
か
ら
「
ふ
る
は

も
う
や
め
た
」
と
い
う
人
と
次
回
は
も
っ

と
良
い
走
り
を
し
よ
う
」
と
い
う
ラ
ン

ナ
ー
が
出
て
き
て
、
「
フ
ル
百
回
」
、

さ
ら
に
は
二
百
回
を
越
え
る
人
も
い
る

と
い
う
。

が
ん
ば
れ
！

あ
き
ら
め
る
な
！
ラ

ン
ナ
ー
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

私
の
場
合
は
、
と
っ
く
に
「
挑
戦
」

は
あ
き
ら
め
、
ひ
た
す
ら
「
継
続
」
の

み
で
あ
る
。

継
続
も
立
派
な
挑
戦
か
も
し
れ
な
い

が
ー
。

（
完
）

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ

２
２
５
佐
藤
憲
七

さ
ん
か
ら
「
赤
旗
走
友
会
」
機
関
誌

「
マ
ラ
ト
ン
」が
届
き
ま
し
た
。

【
政
局
か
行
き
詰
ま
る
と
内
閣
改
造
】

更
迭
を

改
造
と
言
い

す
る
人
事

問
責
大
臣

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と

代
え
て
仕
事
を

す
る
間
な
し

数
ヶ
月
で
何
が
出
来
る

素
人
の

後
も
懲
り
ず
に

ど
素
人

防
衛
大
臣

原
稿
が

読
め
れ
ば
な
れ
る

ほ
ど
の
椅
子

棒
読
み
の
答
弁

【
原
発
事
故
の
そ
の
後
】

想
定
の

内
外
問
わ
ず

お
き
る
事
故

基
準
の
枠
に
収
ま
ら
ぬ

事
故
起
き
り
ゃ

手
も
足
も
出
ぬ

原
子
力

こ
ん
な
に
怖
い
も
の
を

現
実
に

眼(

ま
な
こ)

背(

そ
む)

け
て

す
る
議
論

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
が
ど
う
し
た

【
福
原
愛

全
日
本
十
三
回
目
の
挑
戦
で
初
Ｖ
】

壁
を
越
え

笑
顔
が
似
合
う

悲
願
Ｖ

泣
き
虫
の
愛
ち
ゃ
ん
が

（
１
９
５
９

下
山
孝
雄
）

『
快
汗
駄
句
駄
句
』

河
原
六
茶
（
俳
号
）

む

ち

ゃ

第
４
３
１
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

①
初
め
て
月
例
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。

４
９
５
１

小
坂
駿
人
さ
ん

や

ま

と

住
ま
い
が
横
浜
な
の
で
根
岸
森
林
公
園
の
周
回
コ
ー
ス
で
練
習

し
て
い
ま
す
。
月
間
走
行
距
離
は
約
２
０
０
ｋ
ｍ
で
す
。

今
日
は
寒
く
て
き
つ
か
っ
た

で
す
が
頑
張
っ
て
走
り
き
り

ま
し
た
。

②
親
子
さ
ん
。

９
１

２
武
者
俊
子
さ
ん

１
６
４

９
武
者
瑶
子
さ
ん
親
子
。

幸
区
に
住
ん
で
い
ま
す
。

瑶
子
さ
ん
は
中
学
・
高
校

で
は
１
５
０
０
ｍ
を
中
心
に

練
習
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
毎
月
３
０
０
ｋ
ｍ

ぐ
ら
い
走
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に

挑
戦
す
る
つ
も
り
で
。

③
お
友
達

３
３
５
３
樋
山
圭
祐
く
ん
、

小
学
３
年
生
で
す
。

今
日
は
東
京
の
世
田
谷
区
弦

巻
か
ら
来
ま
し
た
。
普
段
は

サ
ッ
カ
ー
が
好
き
で
よ
く
練

習
し
て
い
ま
す
。
走
る
の
も

写
真
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

楽
し
か
っ
た
で
す
。
３
１
８
８
安
孫
子
瑞
貴
（
５
歳
）

④
10
ｋ
ｍ
男
子
１
位
４
９
９
４
佐
藤
瑛
希
さ
ん

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

中
原
区
に
住
ん
で
い
ま
す
。

今
日
は
風
が
強
か
っ
た
の
で
苦
労
し
ま
し
た
。

普
段
の
練
習
も
多
摩
川
で
丸
子
橋
と
多
摩
川
大
橋
を

往
復
し
て
い
ま
す
。

フ
ル
の
自
己
ベ
ス
ト
は
２
時
間
４
２
分
で
す
。
今
年

は
東
京
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
の
で
自
己
ベ
ス
ト
更
新
を

狙
い
ま
す
。

⑤
10
ｋ
ｍ
女
子
１
位

１
６
６
４

三
浦
美
佐
子
さ
ん
。

川
崎
月
例
は
初
め
て
で
す
。

所
属
ク
ラ

ブ
は
「
調
布

マ
イ
ス
タ
ー
」

で
す
。

練
習
場
所

は
こ
皇
居
が

中
心
で
月
間

で
３
０
０
ｋ

ｍ
走
っ
て
い

ま
す
。
フ
ル

の
ベ
ス
ト
は

３
時
間
２
８

分
で
す
が
、

目
標
は
15
分

切
り
で
す

①
月
例
エ
ッ
セ
ー

『
き
ょ
う
東
京
マ
ラ
ソ
ン
が
ん
ば
れ
月
例
ラ
ン
ナ
ー

』

５
８
２

嶋
田

秀
尚

④

③

⑤

ー中山先生講座ー ランの科学
『 ランニング以外のスポーツの活用！』

ＶＯＬ１３

②


